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6. 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適
正を確保するための体制

（1）決議の内容の概要
当社は、内部統制システム構築の基本方針を以下のように定めております。
① 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

東映アニメーションコンプライアンス指針、コンプライアンス規程を定め、法令・社会
規範の遵守及び定款に適合することを徹底する。
コンプライアンス規程に基づき設置したコンプライアンス窓口の適切な運用により、内

部通報制度の充実を図ると共に、同規程に基づき設置したコンプライアンス委員会を中心
に、コンプライアンス体制を強固にする。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
取締役会議事録、稟議書その他の職務執行に係る情報について、会社法等の法令及び稟

議規程、文書管理規程等の社内規則に基づき、適切な保存及び管理を行う。

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
リスク管理規程を定め、同規程に基づき設置したリスク管理委員会を中心とした当社グ

ループのリスク管理体制を構築する。会議（本部長会議、業務執行報告会等）の更なる活
性化を図ると共に、当社代表取締役社長、担当役員と関係部長、子会社役員等とは頻繁に
協議を行い、リスク特定・リスク算定・対策・残留リスクを評価し、当社グループのリス
クを総括的かつ個別的に管理する。
不測の事態が発生した場合には、当社代表取締役社長を本部長とする対策本部を設置

し、顧問弁護士、公認会計士等のアドバイスを尊重しつつ迅速に対応し、損害の拡大を防
止しこれを最小限に食い止める体制を整える。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
組織規程、職務分掌、職務権限基準、稟議規程及び稟議起案基準等により、取締役の職

務分掌及び各部長の職務権限を明確にする。取締役会はコンプライアンス委員会、リスク
管理委員会等に委任することにより、取締役の職務執行を効率的に行うことができるよう
にする。
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急を要する重要事項等の場合には、代表取締役社長及び常勤取締役等で構成する常勤取
締役会を開催し、必要事項を協議して適正かつ効率的に対処する。

⑤ 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
使用人は、法令及び定款はもとより、東映アニメーションコンプライアンス指針、コン

プライアンス規程をはじめとする社内諸規程に則り行動する。使用人は、法令・定款違
反、社内規則違反あるいは社会通念に反する行為等が行われていること又は行われようと
していることを知ったときは、コンプライアンス窓口に通報する。
内部監査部門である監査部は、内部監査規程に基づき業務全般に関し、法令、定款及び

社内規則の遵守状況、職務執行の手続及び内容の妥当性等につき、定期的に内部監査を実
施し、代表取締役社長及び常勤監査役に対し、その結果を報告する。
また、監査部は、内部監査により指摘・提言した事項の改善状況についても、フォロー

アップ監査を実施する。

⑥ 当社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するため
の体制
子会社は、関係会社管理規程に基づき、当社に財務状況、営業状況その他業務執行に関

する重要事項を定期的及び適宜報告する。
子会社には、当社役職員から取締役・監査役等を派遣し、子会社の業務執行が適正かつ

効率的に行われるよう監視･監督する。
当社と子会社との間で共通の会計情報システムを導入し、子会社経営情報の迅速かつ適

正な把握に努め、グループ経営の透明化･効率化を図る。
経営戦略部は、関係会社管理規程に基づき、子会社に対しモニタリングを実施する。
また、監査部は、子会社を定期的な内部監査の対象とし、代表取締役社長及び常勤監査

役に対し、その結果を報告する。

⑦ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関
する事項
監査役の求めに応じ、必要な員数等について監査役と協議のうえ、監査役の職務を補助

する使用人を設置する。
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⑧ 監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性及び監査役の当該使用人に対す
る指示の実効性確保に関する事項
監査役を補助する使用人に対する指揮命令権限は、その監査業務を補助する範囲内にお

いて監査役又は監査役会に帰属し、取締役及び使用人は、監査役の補助使用人に対し指揮
命令権限を有しない。
また、監査役の補助使用人の人事異動、人事評価、懲罰等の決定に当たっては、事前に

監査役の同意を必要とする。

⑨ 当社及び子会社の役職員が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関
する体制
当社及び子会社の役職員は、当社もしくは子会社に重大な損害が発生したとき又は重大

な影響を及ぼすおそれのある事実を発見したときは、直ちに当社監査役会に報告する。ま
た、当社及び子会社の役職員は、当社の監査役又は監査役会の要請に応じて、自己の職務
執行の状況を当社監査役会に報告する。
監査部は、内部監査の結果について、常勤監査役に対して報告する。
監査役へ報告をした者に対し、当該報告を行ったことを理由として不利益な取扱いをし

ない。

⑩ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査役から、監査を適切に行う環境に問題があると指摘された場合には、担当取締役又

は取締役会は、監査役と協議のうえ、必要な是正措置を講じる。
監査役の職務遂行に必要な費用は、当社が負担する。

⑪ 反社会的勢力排除に向けた体制
東映アニメーションコンプライアンス指針において、「反社会的勢力との関係を排し、

経営の健全性を確保する」旨を定め、指針に反する行為があった場合は、社内規則にした
がって厳重に責任を追及する。反社会的勢力からの不当要求等に対しては断固として拒絶
し、平素より警察や弁護士等の外部専門機関と緊密に連携し、組織的に対応する体制を整
える。
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⑫ 財務報告の信頼性を確保するための体制
金融商品取引法等が定める当社グループの財務報告に係る内部統制の体制整備、運用、

評価を一般に公正妥当と認められる基準に準拠して継続的に行うことで、不備に対する必
要な是正措置を講じると共に、財務報告の信頼性を確保する。この財務報告に係る内部統
制の体制整備・運用状況の評価を監査部が担当する。

（2）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当事業年度における主な運用状況は以下のとおりであります。
① コンプライアンス

当社は、取引先との連携による価値創造と共存共栄の推進に向けて、「パートナーシッ
プ構築宣言」を策定・公表し、望ましい取引慣行の遵守を促進するため「お取引先さま窓
口」を設置いたしました。
これらの取り組みに加え、経営層を含む組織全体での意識醸成を図るため、実効性の高

いコンプライアンス研修、従業員教育の強化を進めました。
さらに、ハラスメント対策、外注取引の適正確保等への対応を進めるほか、各種周知を

通じて、コンプライアンスの浸透を図りました。
コンプライアンスに関する課題については、コンプライアンス委員会での審議に加え、

常勤取締役会等の場も活用し、迅速な意思決定を行って対処しました。

② リスク管理
当事業年度においては、情報セキュリティ対策を講じるために、社内システムの運用見

直し及び従業員向け研修の実施等を行い、情報の管理体制の強化を進めてまいりました。
また、大規模災害等の発生を想定し、事業継続の観点から初動対応体制の整備を進めて

まいりました。
企業集団としての業務の適正を確保するために、関係会社管理規程に基づき、子会社か

ら重要事項の報告を受けるとともに、モニタリング等を実施しました。
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③ 監査
監査役の職務については、監査部、総務部及び経営戦略部がその補助にあたっていま

す。また、主に監査部が常勤監査役と日々コミュニケーションを取りながら、その指示に
従い、補助業務を実施しています。
監査役と会計監査人が各本部長に対して共同でヒアリングを行う等、連携をより深めて

います。監査部が実施する内部監査については、上記のコンプライアンスやリスク管理に
おける取り組み事項と連動した業務監査を行い、当事業年度においては、長時間労働、外
注取引、ハラスメント及び情報セキュリティに対する監査に注力しました。
また、財務報告の信頼性に関するモニタリングも実施し、各結果を代表取締役社長、常

勤監査役及び関係役員に報告しています。
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連結株主資本等変動計算書

（2025年４月１日から）2026年３月31日まで
（単位 百万円）

株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 2,867 3,409 133,030 △754 138,553
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △8,390 △8,390
親会社株主に帰属する当期純利益 25,070 25,070
自 己 株 式 の 取 得 △651 △651
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当 期 変 動 額 合 計 − − 16,679 △651 16,028
当 期 末 残 高 2,867 3,409 149,710 △1,406 154,581

（単位 百万円）
そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 純 資 産

合 計その他有価証
券評価差額金 繰延ヘッジ損益 為替換算

調整勘定
その他の包括
利益累計額合計

当 期 首 残 高 7,945 △2 6,702 14,645 153,198
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △8,390
親会社株主に帰属する当期純利益 25,070
自 己 株 式 の 取 得 △651
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 1,057 △0 755 1,812 1,812

当 期 変 動 額 合 計 1,057 △0 755 1,812 17,840
当 期 末 残 高 9,002 △2 7,457 16,458 171,039
（注） 記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連 結 注 記 表
（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
1. 連結の範囲に関する事項
（1）連結子会社の数 ７社

連結子会社の名称
㈱タバック
TOEI ANIMATION PHILS.,INC.
TOEI ANIMATION ENTERPRISES LTD.
東映アニメーション音楽出版㈱
TOEI ANIMATION INCORPORATED
TOEI ANIMATION EUROPE S.A.S.
TA KZ Film Kft.

（2）非連結子会社の名称等
非連結子会社の名称
TOEI DOGA US Services,INC.
TOEI DOGA Productions,LLC
TOEI DOGA Entertainment,LLC
TOEI ANIMATION (SHANGHAI) CO.,LTD.
東映動漫(上海)実業有限公司
株式会社 FLARE CREATORS

連結の範囲から除いた理由
非連結子会社６社は、いずれも小規模会社であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及

び利益剰余金（持分に見合う額）等のそれぞれの合計額は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼし
ていないためであります。

2. 持分法の適用に関する事項
（1）持分法を適用した関連会社の数 ３社

持分法を適用した関連会社の名称
東映ビデオ㈱
㈱東映太秦映画村
㈱AMAZONLATERNA

（2）持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の名称等
①非連結子会社
TOEI DOGA US Services,INC.
TOEI DOGA Productions,LLC
TOEI DOGA Entertainment,LLC
TOEI ANIMATION (SHANGHAI) CO.,LTD.
東映動漫(上海)実業有限公司
株式会社 FLARE CREATORS
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②関連会社
㈱TENH ANIMATION MAGIC
㈱ダンデライオンアニメーションスタジオ

持分法を適用しない理由
持分法を適用していない会社はいずれも、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体とし
ても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しております。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社のうち在外連結子会社であるTOEI ANIMATION PHILS.,INC.、TOEI ANIMATION

ENTERPRISES LTD.、TOEI ANIMATION INCORPORATED、TOEI ANIMATION EUROPE S.A.S.及び
TA KZ Film Kft.については、12月31日が決算日となっております。なお、上記５社については、同決算
日現在の計算書類を使用しておりますが、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な
調整を行っております。

4. 会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券

満期保有目的の債券………償却原価法（定額法）
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの……決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に
より算定）

市場価格のない株式等……移動平均法による原価法
② デリバティブ取引により生ずる債権及び債務

時価法
③ 棚卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。
製品・仕掛品………………個別法

なお、一部の製品については、作品ごとの予想総収益に対する当連結会計
年度の収益割合に応じて償却しております。

商品・原材料及び貯蔵品…先入先出法
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（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産

（リース資産を除く）
………………当社及び国内連結子会社は、主として定率法（但し、1998年４月１日以

降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に
取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用し、在外連結
子会社は、定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は以下のとお
りであります。
建 物 ５年〜50年
構 築 物 10年〜30年

② 無形固定資産
（リース資産を除く）
自社利用のソフトウエア…社内における利用可能期間（５年以内）に基づく定額法を採用しておりま

す。
③ リ ー ス 資 産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
………………リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用しており

ます。
（3）重要な引当金の計上基準
① 貸 倒 引 当 金………………債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回
収不能見込額を計上しております。

② 賞 与 引 当 金………………当社及び国内連結子会社は、従業員に対して支給する賞与の支出に充てる
ため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上しておりま
す。

③ 役員株式給付
引 当 金

………………役員株式交付規程に基づく当社の取締役（非常勤取締役、社外取締役及び
国内非居住者を除く）への株式の給付に備えるため、当連結会計年度末に
おける株式給付債務の見込額に基づき計上しております。
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（4）重要な収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び

当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりであります。
①映像製作・販売事業

当社グループでは、映像製作・販売事業において、劇場・テレビ向け等の各種アニメ作品の企画・製作
と共に、国内外の放映事業者等に対する放映権の販売を行っております。また、ブルーレイ・DVDを中心
とする当社アニメ作品のパッケージソフト化権の販売及びそれに伴う発売元事業や、映像配信事業者等へ
インターネット・携帯端末に向けた映像等コンテンツの販売を行っております。
劇場・テレビ向け等の各種アニメ作品の製作収益については、当該製作物の納品時点で履行義務を充足

したものと判断し収益を認識しております。また、放映権販売並びにパッケージソフト化権販売及び映像
配信等の許諾収益については、映像素材の納品時点又は配信開始時点で、履行義務を充足したと判断し収
益を認識しております。それぞれの履行義務の充足時点を当該製作物の引き渡し又は配信開始時点として
いる根拠としては、製作物・権利の所有又は、所有に伴う重大なリスク及び経済価値が顧客に移転した時
点で、顧客から支払を受ける権利を得ていると判断できるためであります。
なお、一部の映像配信等の許諾収益については、顧客の売上高又は使用量に基づくロイヤリティが含まれ、

当該収益の認識は顧客からの売上報告等に基づき不確実性が解消された時点で収益を認識しております。
②版権事業

当社グループでは、版権事業において、当社アニメ作品に登場するキャラクター等の使用許諾を、玩
具・ゲームメーカーや文具メーカー、アパレルメーカー等のライセンシーに与えることにより版権収入を
得ております。なお、海外については、アジア・ヨーロッパ・北中南米地域にわたり、主に当社の海外子
会社を通して当社アニメ作品の版権を販売しております。
版権事業の許諾収益については、使用許諾開始時点で履行義務を充足したと判断し収益を認識しており

ます。履行義務の充足時点を当該許諾開始時点としている根拠としては、権利の所有に伴う重大なリスク
及び経済価値が顧客に移転した時点で、顧客から支払を受ける権利を得ていると判断できるためでありま
す。
なお、一部の版権事業の許諾収益については、顧客の売上高又は使用量に基づくロイヤリティが含まれ、

当該収益の認識は顧客からの売上報告等に基づき不確実性が解消された時点で収益を認識しております。
③商品販売事業

当社グループでは、商品販売事業において、実店舗・オンラインショップ等を通じてキャラクター商品
等の販売を行っております。
商品販売事業の収益については、顧客である商品購入者に当該商品を引き渡した時点で、履行義務を充

足したと判断し収益を認識しております。履行義務の充足時点を顧客である商品購入者に当該商品を引き
渡した時点としている根拠としては、当該時点で商品の物理的占有、商品の所有に伴う重大なリスク及び
経済価値が顧客に移転し、顧客から支払を受ける権利を得ていると判断できるためであります。

④その他事業
当社グループでは、その他事業において、着ぐるみショーやミュージカル等の各種イベントの企画運営

を行っております。
その他事業の収益については、当該イベントの興行が終了したことをもって履行義務を充足したものと

判断し収益を認識しております。履行義務の充足時点を当該イベントの興行が終了した時点としている根
拠としては、当該時点で取引に伴う重大なリスク及び経済価値が顧客に移転し、顧客から支払を受ける権
利を得ていると判断できるためであります。
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（5）重要なヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。
② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段……為替予約
ヘッジ対象……外貨建予定取引

③ ヘッジ方針
社内規程に基づき、為替変動リスクをヘッジしております。

④ ヘッジ有効性評価の方法
為替予約取引については、外貨建による同一金額で同一期日の為替予約をそれぞれ振当てているた
め、その後の為替相場の変動による相関関係は完全に確保されており、有効性の評価を省略しており
ます。

（6）その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
退職給付に係る会計処理の方法
退職給付見込額の期間帰属方法

………………退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの
期間に帰属させる方法については、期間定額基準を採用しております。

数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
………………数理計算上の差異及び過去勤務費用は、その発生した連結会計年度に全て

損益処理を行っております。
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（表示方法の変更に関する注記）
（連結損益計算書関係）
前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めておりました「助成金収入」（前連結会計年

度122百万円）については、重要性が増したため、当連結会計年度においては独立掲記しております。
前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」に含めておりました「投資事業組合運用損」（前連

結会計年度15百万円）については、重要性が増したため、当連結会計年度においては独立掲記しておりま
す。

（会計上の見積りに関する注記）
①製品、仕掛品の評価
当連結会計年度の連結計算書類に計上した製品の金額 48百万円
当連結会計年度の連結計算書類に計上した仕掛品の金額 11,375百万円

当社グループは、主に劇場・テレビ向けの各種アニメ作品等の企画・製作・販売・版権許諾等を行ってお
ります。各種アニメ作品等の製品、仕掛品の評価は、個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下
による簿価切下げの方法）によっております。主に劇場・テレビ向けの各種アニメ作品等の企画・製作に係
る費用を製品、仕掛品に計上しており、作品ごとの製品、仕掛品の期末残高がそれぞれの正味売却価額を上
回る場合に、その超過額について評価損を計上しております。
会計上の見積りにおいては、新規IPの劇場アニメ作品の興行収入予測及び映像配信権の許諾収益等の二次

利用での収益予測を主要な仮定としています。
市場の変化や、予測できない経済及びビジネス上の前提条件の変化等があった場合には、翌連結会計年度

の製品、仕掛品の評価額に影響を及ぼす可能性があります。

②非上場株式の評価（持分法適用会社を除く）
当連結会計年度の連結計算書類に計上した非上場株式の金額 1,397百万円
当連結会計年度の連結計算書類に計上した非上場株式の評価損 ５百万円

当社グループが保有する非上場株式（持分法適用会社を除く）について、発行会社の財政状態の悪化によ
り実質価額が著しく低下したときは、相当の減額をなし、評価差額を評価損として計上します。ただし、実
質価額の回復可能性が十分な証拠によって裏付けられる場合は、減額をしないこととしております。当社グ
ループは、回復可能性の判断について、発行会社の財政状態や業績の見通し等の入手しうる情報を用いて、
四半期毎に評価損計上の要否を判断しております。なお、2026年３月31日現在、翌連結会計年度に重要な
影響を与える未実現損失は発生しておりません。
ただし、将来の不確実で予測できない市場環境の変化により個々の投資先の財政状態や業績が悪化した場

合には、評価損が発生する可能性があります。
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③退職給付債務の算定
当連結会計年度の連結計算書類に計上した退職給付に係る資産の金額 101百万円
当連結会計年度の連結計算書類に計上した退職給付に係る負債の金額 162百万円

当社グループは、確定給付型の制度として、退職一時金制度を設けております。当該退職給付債務は、数
理計算上の仮定に基づいて算定しており、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法
については、期間定額基準によっております。また、数理計算上の差異及び過去勤務費用は、その発生した
連結会計年度に全て損益処理を行っております。
計算基礎率のうち、割引率は、主に当社グループの平均残存勤務期間をもとに、2026年３月31日時点に

おける日本国債の利回りに基づいて設定しております。当連結会計年度に採用した割引率は主に2.79％であ
ります。なお、昇給率、退職率等は直近の実績に基づいて設定しております。
今後の経済環境等が大幅に変動した場合には、これらの計算基礎率に影響を及ぼし、退職給付債務及び費

用に重要な影響が発生する可能性があります。

（追加情報に関する注記）
(業績連動型株式報酬制度）
当社は、取締役（非常勤取締役、社外取締役及び国内非居住者を除く。以下同じ。）を対象に、取締役の報
酬と、当社の業績及び株主価値との連動性をより明確にし、当社の中長期的な業績の向上と企業価値の増大
への貢献意識を高めることを目的として、役員報酬BIP（Board Incentive Plan）信託による業績連動型株
式報酬制度（以下、「本制度」という。）を導入しております。
本制度に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の
取扱い」（実務対応報告第30号 2015年３月26日）に準じております。
（1）取引の概要

本制度は、中期経営計画の基盤確立期としての2025年度及び2026年度から2030年度までの中期経
営計画期間の合計６事業年度を対象として、役位および業績目標の達成度等に応じて、当社株式等の交
付等を行う制度です。

（2）信託に残存する当社の株式
本信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の

部に自己株式として計上しております。当連結会計年度末の当該自己株式の帳簿価額は858百万円であ
り、株式数は333,985株であります。
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（連結貸借対照表に関する注記）
有形固定資産の減価償却累計額 4,561百万円

（連結損益計算書に関する注記）
減損損失
当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類 減損損失
(百万円)

東京都中野区 ゲームアプリ事業用資産 ソフトウエア 25
減損損失の算定にあたっては、他の資産又は資産グループのキャッシュ・フローから概ね独立したキャ

ッシュ・フローを生み出す最小の単位によって資産のグループ化を行っております。その結果、一部のゲ
ームアプリ事業用資産について市況の悪化等により収益力が低下したため、帳簿価額を回収可能価額まで
減額し、当該減少額を減損損失(25百万円)として特別損失に計上しております。
その内訳は、ソフトウエア25百万円であります。
なお、当資産グループの回収可能価額は使用価値により測定しております。使用価値については、割引

前将来キャッシュ・フローがマイナスであるため、使用価値を零として算定しております。

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
1. 発行済株式の種類及び総数

（単位 株）
株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 210,000,000 − − 210,000,000

2. 配当に関する事項
（1）配当金支払額

決議 株式の種類 配 当 金 の
総額（百万円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

2025年６月24日
定 時 株 主 総 会 普通株式 8,458 41 2025年３月31日 2025年６月25日

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議予定 株式の
種類

配当の
原資

配 当 金 の
総額（百万円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

2026年６月23日
定 時 株 主 総 会 普通株式 利益剰余金 9,077 44 2026年３月31日 2026年６月24日
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（金融商品に関する注記）
1. 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取り組み方針

当社グループは、資金運用については原則として預金等を中心として元本が保証されるか若しくはそれ
に準じる安定的な運用成果の得られるものを対象としております。デリバティブ取引は、将来の為替の変
動によるリスク回避を目的とし、投機的な取引は行わない方針であります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金、貸付金は顧客及び貸付先の信用リスクに晒されておりますが、当

該リスクに関しては、販売管理規程及び経理規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うと共
に、回収遅延等のおそれが生じた場合には、営業部門と連絡を取り、速やかに適切な措置をとるようにし
ております。
有価証券及び投資有価証券のうち株式は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変

動リスク及び発行体の信用リスクに晒されておりますが、定期的に時価や発行体企業の財務状況を把握し
ております。
また、満期保有目的の債券は、元本が保証されるか、若しくは格付の高い債券のみを対象としているた

め信用リスクは僅少であります。
長期預金は、主に定期預金でありますが、一部将来の為替変動に伴い満期時に米ドル建てで償還される

可能性のあるデリバティブ内包型預金を含んでおります。
営業債務である支払手形及び買掛金はそのほとんどが１年以内の支払期日です。
デリバティブ取引は、外貨建ての営業債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした為

替予約取引であります。
なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法等につい

ては、前述の連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等「4．会計方針に関する
事項」に記載されている「（5）重要なヘッジ会計の方法」に記載しております。
また、デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限を定めた社内規定に従って行っており、デ

リバティブ取引の利用にあたっては、信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ取引を行
っております。

（3）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく時価のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価格

が含まれております。
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2. 金融商品の時価等に関する事項
2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。なお、「現金及び預金」、「受取手形及び売掛金」、「関係会社短期貸付金」及び「支払手形及び買掛金」
については、現金であること、又は主に短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから記載を
省略しております。

（単位 百万円）
連結貸借対照表

計上額 時 価 差 額

（1）有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券 181 181 −

その他有価証券 17,370 17,370 −

（2）長期預金 31,300 30,833 (466)

（3）デリバティブ取引（※） (3) (3) −

（※） デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる
項目については、( )で示しております。

(注）非上場株式等（連結貸借対照表計上額4,978百万円）は、市場価格がないため、「（1）有価証券及び投資
有価証券」には含めておりません。また、民法上の組合等に対する出資金（連結貸借対照表計上額553百
万円）は、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17
日）第24−16項に定める取扱いに基づき、時価開示の対象には含めておりません。
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3. 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

に分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

（1）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
当連結会計年度（2026年３月31日）

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
有価証券及び投資有価証券
その他有価証券
株式 17,370 − − 17,370

資産計 17,370 − − 17,370
デリバティブ取引
通貨関連 − 3 − 3

負債計 − 3 − 3
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（2）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
当連結会計年度（2026年３月31日）

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
有価証券及び投資有価証券
満期保有目的の債券
国債・地方債等 − 181 − 181

長期預金 − 30,833 − 30,833
資産計 − 31,014 − 31,014

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
有価証券及び投資有価証券
上場株式、国債、地方債及び社債は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引され

ているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。一方で、当社グループが保有している国債、地
方債及び社債は、市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格とは認められないため、レベル２の
時価に分類しております。

長期預金
長期預金の時価は、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しており、レベル２の時価に分類し

ております。

デリバティブ取引
為替予約取引のデリバティブ部分の時価は、金利や為替レート等の観察可能なインプットを用いて割引現在

価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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（収益認識に関する注記）
1. 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ
り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている
ものであります。
当社グループは、映像製作・販売事業、版権事業、商品販売事業及びその他事業の各事業単位で国内及び

海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。従って、当社グループは、「映像製作・販売
事業」、「版権事業」及び「商品販売事業」の３つを報告セグメントとしております。
また、地域別の収益は、顧客の所在地に基づき分解しております。これらの分解した収益とセグメント売

上高との関連は、以下のとおりであります。
（単位 百万円）

映像製作・
販売事業 版権事業 商品販売事業 その他事業 合計

売上高
日本 8,025 14,782 7,271 3,910 33,989
北米 7,729 14,139 − − 21,869
中南米 1,261 2,562 − − 3,824
欧州 4,431 8,918 20 2,221 15,592
アジア 9,691 8,056 604 39 18,392

顧客との契約から生じる収益 31,140 48,459 7,896 6,172 93,669

2. 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
① 映像製作・販売事業

当社グループでは、映像製作・販売事業において、劇場・テレビ向け等の各種アニメ作品の企画・製作
と共に、国内外の放映事業者等に対する放映権の販売を行っております。また、ブルーレイ・DVDを中心
とする当社アニメ作品のパッケージソフト化権の販売及びそれに伴う発売元事業や、映像配信事業者等へ
インターネット・携帯端末に向けた映像等コンテンツの販売を行っております。
劇場・テレビ向け等の各種アニメ作品の製作収益については、当該製作物の納品時点で履行義務を充足

したものと判断し収益を認識しております。また、放映権販売並びにパッケージソフト化権販売及び映像
配信等の許諾収益については、映像素材の納品時点又は配信開始時点で、履行義務を充足したと判断し収
益を認識しております。それぞれの履行義務の充足時点を当該製作物の引き渡し又は配信開始時点として
いる根拠としては、製作物・権利の所有又は、所有に伴う重大なリスク及び経済価値が顧客に移転した時
点で、顧客から支払を受ける権利を得ていると判断できるためであります。
なお、一部の映像配信等の許諾収益については、顧客の売上高又は使用量に基づくロイヤリティが含ま

れ、当該収益の認識は顧客からの売上報告等に基づき不確実性が解消された時点で収益を認識しておりま
す。
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また、一部の映像製作・販売事業の取引については、他の当事者が収益の窓口業務を担っており、当社
グループの履行義務は映像製作・許諾であるため、当該取引について、当社グループは代理人として取引
を行っていると判断しております。
販売・許諾契約における対価は、当該商品の支配が顧客に移転した時点から主として３か月以内に回収

しており、重要な金融要素はありません。

② 版権事業
当社グループでは、版権事業において、当社アニメ作品に登場するキャラクター等の使用許諾を、玩

具・ゲームメーカーや文具メーカー、アパレルメーカー等のライセンシーに与えることにより版権収入を
得ております。なお、海外については、アジア・ヨーロッパ・北中南米地域にわたり、主に当社の海外子
会社を通して当社アニメ作品の版権を販売しております。
版権事業の許諾収益については、使用許諾開始時点で履行義務を充足したと判断し収益を認識しており

ます。履行義務の充足時点を当該許諾開始時点としている根拠としては、権利の所有に伴う重大なリスク
及び経済価値が顧客に移転した時点で、顧客から支払を受ける権利を得ていると判断できるためでありま
す。
なお、一部の版権事業の許諾収益については、顧客の売上高又は使用量に基づくロイヤリティが含まれ、

当該収益の認識は顧客からの売上報告等に基づき不確実性が解消された時点で収益を認識しております。
また、一部の版権事業の取引について、他の当事者が収益の窓口業務を担っており、当社グループの履

行義務はキャラクター等の使用許諾であるため、当該取引については当社グループは代理人として取引を
行っていると判断しております。
使用許諾契約における対価は、顧客が支配を獲得した時点から主として３か月以内に回収しており、重

要な金融要素はありません。

③ 商品販売事業
当社グループでは、商品販売事業において、実店舗・オンラインショップ等を通じてキャラクター商品

等の販売を行っております。
商品販売事業の収益については、顧客である商品購入者に当該商品を引き渡した時点で、履行義務を充

足したと判断し収益を認識しております。履行義務の充足時点を顧客である商品購入者に当該商品を引き
渡した時点としている根拠としては、当該時点で商品の物理的占有、商品の所有に伴う重大なリスク及び
経済価値が顧客に移転し、顧客から支払を受ける権利を得ていると判断できるためであります。
なお、一部の商品販売事業の取引については、製造・出荷・配送等の一連の作業が他の当事者により行

われており、当社グループは在庫リスク及び価格設定の裁量権を有しておりません。この場合の当社グル
ープの履行義務は当社アニメ作品に登場するキャラクターに関する使用許諾であるため、当該取引につい
ては当社グループは代理人として取引を行っていると判断しております。
また、商品販売契約における対価は、当該商品の支配が顧客に移転した時点から主として３か月以内に

回収しており、重要な金融要素はありません。
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④ その他事業
当社グループでは、その他事業において、着ぐるみショーやミュージカル等の各種イベントの企画運営

を行っております。
その他事業の収益については、当該イベントの興行が終了したことをもって履行義務を充足したものと

判断し収益を認識しております。履行義務の充足時点を当該イベントの興行が終了した時点としている根
拠としては、当該時点で取引に伴う重大なリスク及び経済価値が顧客に移転し、顧客から支払を受ける権
利を得ていると判断できるためであります。
また、各種イベントの企画運営における対価は、当該取引の支配が顧客に移転した時点から主として３

か月以内に回収しており、重要な金融要素はありません。

3. 顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計
年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期
に関する情報

（1）契約資産及び契約負債の残高等
（単位 百万円）

当連結会計年度
顧客との契約から生じた債権（期首残高） 29,376
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 26,931
契約負債（期首残高） 3,405
契約負債（期末残高） 3,140

契約負債は、主に、映像製作・販売事業において、引き渡し時に収益を認識する大型映像作品製作の販
売契約において、支払条件に基づき顧客から受け取った前受金に関するものであります。契約負債は、収
益の認識に伴い取り崩されます。
当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、1,354百万

円であります。
また、当連結会計年度において、契約負債が264百万円減少した主な理由は、前述の取引に基づく前受

金の減少であります。
過去の期間に充足（又は部分的に充足）した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益（主に、取

引価格の変動）の額に重要性はありません。
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（2）残存履行義務に配分した取引価格
当社グループでは、映像製作販売契約に係る残存履行義務に配分した取引価格は、概ね１年以内に収益

として認識されると見込んでおります。
なお、その他の残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、映像配信及

びキャラクター使用に関するライセンス契約のうち売上高又は使用量に基づくロイヤリティについては、
注記の対象に含めておりません。

（１株当たり情報に関する注記）
1. １株当たり純資産額 837円15銭
2. １株当たり当期純利益 122円67銭
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株主資本等変動計算書
（2025年４月１日から）2026年３月31日まで

（単位 百万円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本
準 備 金

資 本
剰 余 金
合 計

利 益
準 備 金

その他利益剰余金
利 益
剰 余 金
合 計

オープンイノベーション
促進税制
積 立 金

別途積立金 繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 2,867 3,409 3,409 94 − 4,100 93,845 98,039

当 期 変 動 額
オープンイノベーション
促進税制積立金の積立 102 △102

剰 余 金 の 配 当 △8,458 △8,458

当 期 純 利 益 18,632 18,632

自 己 株 式 の 取 得
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当 期 変 動 額 合 計 − − − − 102 − 10,071 10,173

当 期 末 残 高 2,867 3,409 3,409 94 102 4,100 103,916 108,213

（単位 百万円）
株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産
合 計自 己 株 式 株 主 資 本

合 計
そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

繰延ヘッジ損益 評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △712 103,604 7,595 △2 7,592 111,197

当 期 変 動 額
オープンイノベーション
促進税制積立金の積立 − −

剰 余 金 の 配 当 △8,458 △8,458

当 期 純 利 益 18,632 18,632

自 己 株 式 の 取 得 △651 △651 △651
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 864 △0 864 864

当 期 変 動 額 合 計 △651 9,522 864 △0 864 10,387

当 期 末 残 高 △1,363 113,126 8,460 △2 8,457 121,584

（注） 記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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個 別 注 記 表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
1. 資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券

満期保有目的の債券……………償却原価法（定額法）
子会社株式、関連会社株式……移動平均法による原価法
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの………決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法
により算定）

市場価格のない株式等………移動平均法による原価法
(2) デリバティブ取引により生ずる債権及び債務

時価法
(3) 棚卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。
製品・仕掛品……………………個別法

なお、一部の製品については、作品ごとの予想総収益に対する当事業年
度の収益割合に応じて償却しております。

商品・原材料及び貯蔵品………先入先出法
2. 固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産

（リース資産を除く）
……………………定率法

但し、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並
びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物について
は定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は以下のとおりであ
ります。
建 物 ５年〜50年
構 築 物 10年〜30年
工具器具備品 ２年〜20年

（2）無形固定資産
（リース資産を除く）
自社利用のソフトウエア………社内における利用可能期間（５年以内）に基づく定額法を採用しており

ます。
（3）リ ー ス 資 産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
……………………リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用してお

ります。
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3. 引当金の計上基準
（1）貸 倒 引 当 金……………………債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案
し、回収不能見込額を計上しております。

（2）賞 与 引 当 金……………………従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支給見込額の
うち当事業年度の負担額を計上しております。

（3）退職給付引当金……………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及
び年金資産の見込額に基づき計上しております。
退職給付引当金及び退職給付費用の処理方法は以下のとおりでありま
す。
① 退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期
間に帰属させる方法については、期間定額基準によっております。
② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
数理計算上の差異及び過去勤務費用は、その発生した事業年度に全て損
益処理を行っております。

（4）役員株式給付
引 当 金

……………………役員株式交付規程に基づく当社の取締役（非常勤取締役、社外取締役及
び国内非居住者を除く）への当社株式の給付に備えるため、当事業年度
末における株式給付債務の見込額に基づき計上しております。
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4. 重要な収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を

充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりであります。
①映像製作・販売事業

当社では、映像製作・販売事業において、劇場・テレビ向け等の各種アニメ作品の企画・製作と共に、
国内外の放映事業者等に対する放映権の販売を行っております。また、ブルーレイ・DVDを中心とする当
社アニメ作品のパッケージソフト化権の販売及びそれに伴う発売元事業や、映像配信事業者等へインター
ネット・携帯端末に向けた映像等コンテンツの販売を行っております。
劇場・テレビ向け等の各種アニメ作品の製作収益については、当該製作物の納品時点で履行義務を充足

したものと判断し収益を認識しております。また、放映権販売並びにパッケージソフト化権販売及び映像
配信等の許諾収益については、映像素材の納品時点又は配信開始時点で、履行義務を充足したと判断し収
益を認識しております。それぞれの履行義務の充足時点を当該製作物の引き渡し又は配信開始時点として
いる根拠としては、製作物・権利の所有又は、所有に伴う重大なリスク及び経済価値が顧客に移転した時
点で、顧客から支払を受ける権利を得ていると判断できるためであります。
なお、一部の映像配信等の許諾収益については、顧客の売上高又は使用量に基づくロイヤリティが含まれ、

当該収益の認識は顧客からの売上報告等に基づき不確実性が解消された時点で収益を認識しております。
②版権事業

当社では、版権事業において、当社アニメ作品に登場するキャラクター等の使用許諾を、玩具・ゲーム
メーカーや文具メーカー、アパレルメーカー等のライセンシーに与えることにより版権収入を得ておりま
す。なお、海外については、アジア・ヨーロッパ・北中南米地域にわたり、主に当社の海外子会社を通し
て当社アニメ作品の版権を販売しております。
版権事業の許諾収益については、使用許諾開始時点で履行義務を充足したと判断し収益を認識しており

ます。履行義務の充足時点を当該許諾開始時点としている根拠としては、権利の所有に伴う重大なリスク
及び経済価値が顧客に移転した時点で、顧客から支払を受ける権利を得ていると判断できるためでありま
す。
なお、一部の版権事業の許諾収益については、顧客の売上高又は使用量に基づくロイヤリティが含まれ、

当該収益の認識は顧客からの売上報告等に基づき不確実性が解消された時点で収益を認識しております。
③商品販売事業

当社では、商品販売事業において、実店舗・オンラインショップ等を通じてキャラクター商品等の販売
を行っております。
商品販売事業の収益については、顧客である商品購入者に当該商品を引き渡した時点で、履行義務を充

足したと判断し収益を認識しております。履行義務の充足時点を顧客である商品購入者に当該商品を引き
渡した時点としている根拠としては、当該時点で商品の物理的占有、商品の所有に伴う重大なリスク及び
経済価値が顧客に移転し、顧客から支払を受ける権利を得ていると判断できるためであります。

④その他事業
当社では、その他事業において、着ぐるみショーやミュージカル等の各種イベントの企画運営を行って

おります。
その他事業の収益については、当該イベントの興行が終了したことをもって履行義務を充足したものと

判断し収益を認識しております。履行義務の充足時点を当該イベントの興行が終了した時点としている根
拠としては、当該時点で取引に伴う重大なリスク及び経済価値が顧客に移転し、顧客から支払を受ける権
利を得ていると判断できるためであります。
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5. 重要なヘッジ会計の方法
（1）ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、振当処理の要件を満たしている場合には振当処理を採用し
ております。

（2）ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段……為替予約
ヘッジ対象……外貨建予定取引、買掛金

（3）ヘッジ方針
社内規程に基づき、為替変動リスクをヘッジしております。

（4）ヘッジ有効性評価の方法
為替予約取引については、外貨建による同一金額で同一期日の為替予約をそれぞれ振当てているため、
その後の為替相場の変動による相関関係は完全に確保されており、有効性の評価を省略しております。
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（会計上の見積りに関する注記）
①製品、仕掛品の評価
当事業年度の計算書類に計上した製品の金額 48百万円
当事業年度の計算書類に計上した仕掛品の金額 11,397百万円

当社は、主に劇場・テレビ向けの各種アニメ作品等の企画・製作・販売・版権許諾等を行っております。
各種アニメ作品等の製品、仕掛品の評価は、個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿
価切下げの方法）によっております。主に劇場・テレビ向けの各種アニメ作品等の企画・製作に係る費用を
製品、仕掛品に計上しており、作品ごとの製品、仕掛品の期末残高がそれぞれの正味売却価額を上回る場合
に、その超過額について評価損を計上しております。
会計上の見積りにおいては、新規IPの劇場アニメ作品の興行収入予測及び映像配信権の許諾収益等の二次

利用での収益予測を主要な仮定としています。
市場の変化や、予測できない経済及びビジネス上の前提条件の変化等があった場合には、翌事業年度の製

品、仕掛品の評価額に影響を及ぼす可能性があります。

②非上場株式の評価
当事業年度の計算書類に計上した非上場株式の金額 1,761百万円
当事業年度の計算書類に計上した非上場株式の評価損 5百万円

当社が保有する非上場株式について、発行会社の財政状態の悪化により実質価額が著しく低下したとき
は、相当の減額をなし、評価差額を評価損として計上します。ただし、実質価額の回復可能性が十分な証拠
によって裏付けられる場合は、減額をしないこととしております。当社は、回復可能性の判断について、発
行会社の財政状態や業績の見通し等の入手しうる情報を用いて、四半期毎に評価損計上の要否を判断してお
ります。なお、2026年３月31日現在、翌事業年度に重要な影響を与える未実現損失は発生しておりませ
ん。
ただし、将来の不確実で予測できない市場環境の変化により個々の投資先の財政状態や業績が悪化した場

合には、評価損が発生する可能性があります。
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③退職給付債務の算定
当事業年度の計算書類に計上した前払年金費用の金額 101百万円

当社は、確定給付型の制度として、退職一時金制度を設けております。当該退職給付債務は、数理計算上
の仮定に基づいて算定しており、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、
期間定額基準によっております。また、数理計算上の差異及び過去勤務費用は、その発生した事業年度に全
て損益処理を行っております。
計算基礎率のうち、割引率は、当社の平均残存勤務期間をもとに、2026年３月31日時点における日本国

債の利回りに基づいて設定しております。当事業年度に採用した割引率は2.79％であります。なお、昇給
率、退職率等は直近の実績に基づいて設定しております。
今後の経済環境等が大幅に変動した場合には、これらの計算基礎率に影響を及ぼし、退職給付債務及び費

用に重要な影響が発生する可能性があります。

（追加情報に関する注記）
(業績連動型株式報酬制度）
連結計算書類「連結注記表（追加情報に関する注記）」に同一の内容を記載しているので、注記を省略して
おります。

（貸借対照表に関する注記）
1. 有形固定資産の減価償却累計額 3,633百万円
2. 関係会社に対する金銭債権・債務（区分表示したものを除く）

短 期 金 銭 債 権 10,220百万円
長 期 金 銭 債 権 10百万円
短 期 金 銭 債 務 1,337百万円

（損益計算書に関する注記）
関係会社との取引高

売 上 高 20,367百万円
仕 入 高 8,039百万円
販売費及び一般管理費 134百万円
営業取引以外の取引高 4,184百万円
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（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式の種類及び株式数

（単位 株）
株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式 3,842,790 183,400 − 4,026,190

（注）自己株式数の増加は、役員BIP信託の信託契約に基づく取得183,400株による増加であります。なお、当
事業年度末の自己株式には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式333,985株が含まれております。

（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産

賞与引当金 192百万円
棚卸資産評価損 66百万円
未払事業税 134百万円
貸倒引当金 15百万円
投資有価証券評価損 101百万円
退職給付引当金 627百万円
償却資産の償却限度超過額 90百万円
資産除去債務 70百万円
役員株式給付引当金 99百万円
その他 81百万円

繰延税金資産小計 1,478百万円
評価性引当額 △263百万円
繰延税金資産合計 1,214百万円

繰延税金負債
資産除去債務に対応する除去費用 43百万円
その他有価証券評価差額金 3,889百万円
オープンイノベーション促進税制積立金 47百万円

繰延税金負債合計 3,980百万円
繰延税金負債の純額 2,765百万円
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（関連当事者との取引に関する注記）
1. 親会社及び法人主要株主等

種 類 会社等の名称
議決権等
の所有

（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（百万円） 科 目 期末残高
（百万円）

親会社 東映株式会社
（被所有）
直接 34.3
間接 6.6
（注）１

・アニメーシ
ョン作品の
国内放映権
等の販売

・役員の兼任
・資金の貸付

アニメ作品
国内放映権
等の販売
（注）２

2,942 売 掛 金 588

アニメ作品
出資配分
（注）２

836 買 掛 金 516

資金の貸付
資金の回収
（注）３

−
3,000 関係会社

短期貸付金 −

利息の受取
（注）３ 16 そ の 他

流動資産 −

（注）1. その他に緊密な者又は同意している者の被所有割合が20.0％あります。
2. 取引条件及び取引条件の決定方針等
① 劇場アニメ作品の販売

独立第三者間取引と同様の一般的な取引条件で行っております。
② テレビシリーズアニメ作品放映権の販売

同社との間で販売業務委託契約を締結、最終需要者である放送局への販売価格から３％の手数料
を控除した額を同社から受領しております。

③ ビデオ化権の販売
同社との間で販売業務委託契約を締結、販売価格から経費を差引いた金額から20〜25％の手数料
を控除した額を同社から受領しております。

3. 貸付金の利率については、市場金利を勘案して金利を決定しております。
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2. 子会社及び関連会社等

種 類 会社等の名称
議決権等
の所有

（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（百万円） 科 目 期末残高
（百万円）

子会社
TOEI ANIMATION
INCORPORATED

（所有）
直接 100.0

・アニメーショ
ン作品の海外
放映権等の販
売

・役員の兼任
・資金の借入

アニメ作品
海外放映権
等の販売
（注）１

9,518 売 掛 金 1,387

資金の借入
（注）２ −

関係会社
短期借入金 −

資金の返済
（注）２ 4,844

利息の支払
（注）２ 191 そ の 他

流動負債 −

子会社
TOEI ANIMATION
EUROPE S.A.S.

（所有）
直接 100.0

・アニメーショ
ン作品の海外
放映権等の販
売

・役員の兼任

アニメ作品
海外放映権
等の販売
（注）１

4,704 売 掛 金 4,037

子会社
TOEI ANIMATION
ENTERPRISES LTD.

（所有）
直接 100.0

・アニメーショ
ン作品の海外
放映権等の販
売

・役員の兼任
・資金の借入

アニメ作品
海外放映権
等の販売
（注）１

2,870 売 掛 金 3,895

資金の借入
（注）２ −

関係会社
短期借入金 −

資金の返済
（注）２ 11,111

利息の支払
（注）２ 438 そ の 他

流動負債 −
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（注）1. 取引条件及び取引条件の決定方針等
アニメ作品の海外放映権等の販売に関する取引条件等は、独立第三者間取引と同様の一般的な取引条
件で行っております。

2. 資金の借入、返済については、キャッシュマネジメントシステムによるものであります。
なお、借入金の利率については、市場金利を勘案して金利を決定しております。

（収益認識に関する注記）
連結計算書類「連結注記表（収益認識に関する注記）」に同一の内容を記載しているので、注記を省略し

ております。

（１株当たり情報に関する注記）
1. １株当たり純資産額 590円29銭
2. １株当たり当期純利益 90円43銭

2026年05月21日 18時34分 $FOLDER; 34ページ （Tess 1.50(64) 20260319_01）


